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短期間・低コストで業務/システム課題解決を実現する
SAP S/4HANAへの移行手法

注 意

① このドキュメントを外部のユーザーと共有する場合は、PDF形式に変換してください。

② このドキュメントをMS形式で共有する場合は、読み取り専用ドキュメントとして保存してくだ

さい。

③ マスターページの「Fujitsu Infinity Pro」を埋め込むための文字列は削除しないでください。

④日本語はメイリオ、英数字はFujitsu Infinity Pro、行間1.4倍で作成しています。スライ

ドの見本を参考に作成してください。

⑤ ヘッダーとフッターの編集はスライドマスターで行います。

「表示」タブのマスター表示「スライドマスター」をクリックし、スライドマスターを表示して更新し

てください。

⑥ スライド内の図表や枠線などのカラーは、基調色にあわせてください。

L4 1枚パンフレット（表面／概要図あり）

① 概要図がある場合は、上下２分割とします。概要文＋図の下にセクションをわけるための

図形を挿入してください。図形はセカンダリバックグラウンドを利用してください。

②下半分は自由項目とします。段組みは1段もしくは2段としてください。

③本文のフォントサイズは、大：16pt、中：11pt、小：9ptとしています。

スライドの見本を参考に作成してください。

※テンプレートはブルーですが、色の選択は自由です。

BLUEFIELDコンバージョンサービスは、従来からあるSAP S/4HANAへの移行方式であるGreenField、BrownField

と比較すると、柔軟性の高いコンバージョンアプローチ手法となります。

この手法を活用する事によって、お客様の利用中のSAP ECCをSAP S/4HANAへコンバージョンしながら、 「コンバー

ジョン時の業務停止時間を最小限に留める」や 「業務に応じたインスタンスの集約や分割、不要データの削除」 、「業務

変革と合わせたアドオン削減の実現」など、BLUEFIELDコンバージョンサービスにより柔軟にお客様のビジネス変革をサ

ポートします。

SAP S/4HANA® BLUEFIELDコンバージョン
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オファリングの概要を説明する
リード文の検討をお願いいたします。

現在の記載は他オファリングの例文と
なります。

他の部分は現行ホームページから
画面キャプチャを貼っています。

記載内容は現行ホームページに
則る必要はありません。
修正がありましたら、

吹き出しで構いませんので
その箇所に記載をお願いします。

既存ERPシステムでこんな課題はありませんか？

• 会社業務や組織が変更する中で、既

存ERPを拡張してきたが、業務プロセ

スとあわなくなってきた

• メンテナンス時の運用部門の負荷・コ

ストが大きい

• SAPインスタンスが複数あるため、ガバ

ナンスが効かない上、運用コストが増

えて困っている

• インスタンス毎の情報の統合に時間が

かかり、タイムリーに情報が取れない

• S/4HANAへデータ一括移行時に、

業務を止める時間が確保できない

• 過去データが大きく、移行後のシステ

ムリソースコストが大きくなってしまう
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⚫ SAP、SAPロゴ、記載されているすべてのSAP製品およびサービス名はドイツにあるSAP SEやその他世界各国における登録商標または商標です。またその他の商標情報および通知については、
https://www.sap.com/copyright をご覧ください。

⚫ 本資料に記載されているシステム名、製品名等には、必ずしも商標表示（（R）、TM）を付記していません。

富士通コンタクトライン
https://contactline.jp.fujitsu.com/contactform/csque02101/073586/
富士通株式会社
〒212-0014 神奈川県川崎市幸区大宮町1-5 JR川崎タワー

お問い合わせ先

L4 1枚パンフレット（裏面／関連リンクあり）

① 裏面は自由項目とします。あまり細かくならないよう、セクション数は3つを目安に、最大4つ

までとしてください。

②セクション内の段組みは、1段もしくは2段としてください。

③関連リンクのセクションは明確にわかるよう、背景に図形を挿入してください。図形はセカン

ダリバックグラウンド、もしくはヘッダーと同じプライマリーカラー、Black、Gray 2の塗りつぶし

を推奨します。

※本スライドではスライドマスターに図形を挿入しています。

④関連リンク内のテキストボックスは、他セクションと比較して横幅を狭く設定してください。

⑤ 問い合わせ先の右側には問い合わせフォームへ遷移するQRコードを挿入してください。

※QR生成ツールに指定はありません

⑥本文のフォントサイズは、大：16pt、中：11pt、小：9ptとしています。

スライドの見本を参考に作成してください。
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内田コメント①

右記の図とテキスト
の順番を、左から
最小限の業務停止
での移行→業務に
応じたインスタンスの
集約や分割→富士
通の知見
×BLUEFIELDの順
番に修正したいです。

内田コメント②
修正前：業務に応じたインスタンスの集約や分割
修正後：業務に応じたインスタンスの集約や分割、不要データの
削除

内田コメント③
修正前：国単位や事業単位に複数インスタンスを抱え運用不可
が増大しているお客様は１インスタンスにマージ集約する事が可能
です。また、海外拠点の法律要件へ対応するためのインスタンス分
割も可能です。
修正後：国単位や事業単位に複数インスタンスを抱え運用不可
が増大しているお客様は１インスタンスにマージ集約する事や、海
外拠点の法律要件へ対応するためのインスタンス分割も可能です。
また、SAP ECCの不要データを除外して、SAP S/4HANAへデータ
移行する事も可能です。

SAP S/4HANA BLUEFIELDコンバージョンサービスとは

「SAP S/4HANA® BLUEFIELDコンバージョン」はSAP S/4HANA®へのコンバージョン方式の一種であるSelective Data Transitionにド
イツSNP社（注1）が独自の強みを付加して作り上げた新たなコンバージョンアプローチ手法です。DBデータを選択的且つ段階的に移行可能な
為、コンバージョンに伴う業務ダウンタイム削減が可能な上、コンバージョンと合わせて機能改修・アドオンの削減が可能です。このBLUEFIELD
の機能に富士通のSAPシステムに関する知見や、製造、小売および他の業界における深い専門知識を掛け合わせる事で、単純コンバージョン
では解決出来ない業務やシステムに関する課題を短期間・低コストで解決可能です。

注1） SNP社は1994年に設立された、複雑なデジタルトランスフォーメーションプロセスを管理するためのソフトウェア分野におけるグローバルリー
ディングカンパニー。ドイツのハイデルベルクに本社を置き、世界に約1,500人の従業員を有し2019年の売上高は約1億4500万ユーロ。
2020年に富士通とグローバルでのプラチナパートナー契約を締結。

富士通のBLUEFIELDコンバージョンサービスの特長

最小限の業務停止での移行

（Near Zero DownTime）

業務に応じたインスタンスの

集約や分割、不要データの削除

富士通の知見 × BLUEFIELD＝

業務変革＋アドオン削減

BLUEFIELDアプローチは、データ変換プラットフォーム
「CrystalBridge」によりデータとシステムを分離して移行
が可能なため、コンバージョンに合わせて業務機能の見

直しやアドオンの外出しが可能です。

国単位や事業単位に複数インスタンスを抱え運用不可

が増大しているお客様は1インスタンスにマージ集約する
事や、海外拠点の法律要件へ対応するためのインスタン

ス分割も可能です。

また、SAP ECCの不要データを除外して、
SAP S/4HANAへデータ移行する事も可能です。

通常、データ一括移行の際には数日間の業務停止期

間が必要ですが、データの分割や差分移行を行うことで

本番当日の移行データ量を削減し、業務停止期間を

数時間～1日と最小限に圧縮することが可能です。

BLUEFIELDコンバージョンがお客様のビジネスを変える
市場変化による業務変更に柔軟に対応 運用コスト削減・ガバナンス強化 お客様のビジネスを止めない

コンバージョンと合わせた業務機能見直しやアドオ

ンの標準機能への変更・他ソリューションへの外出

しなど既存システムの見直しにより、業務変更や

組織変革などへの柔軟な対応と運用管理負荷

軽減を可能にします。

インスタンスの集約と分割により運用コストの削減

やガバナンスの強化が図れ、移行と同時に柔軟な

会社経営への変化をサポートします。

既存システムの停止時間を最小限に抑えて移行

することができるため、業務停止による損失低減

や移行時の代替作業のコスト削減が図れます。

SAP S/4HANA® BLUEFIELDコンバージョン

注1の参照先（説明文）が抜けてたの
で追記
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